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Ｈ
型
の
金
属
棒
を
持
っ
て
地
底

物
を
探
る
磁
気
探
査
等
々
、
全

て
が
最
新
の
技
術
で
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
操
作
に
よ
る
地
表

撮
影
は
、
ゲ
ー
ム
気
分
で
楽
し

め
、
三
次
元
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
経

て
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
造
り
出

こ
の
測
量
調
査
は
、
本
会
の

さ
れ
る
勾
玉
な
ど
の
遺
物
の
レ

存
在
が
推
定
さ
れ
た
。

真
庭
市
へ
の
要
望
に
応
え
て
市

プ
リ
カ
づ
く
り
体
験
も
非
常
に

こ
の
時
代
は
、
大
谷
・
定
古

教
委
が
主
催
し
た
北
房
公
民
館

魅
力
的
で
し
た
。

墳
群
が
築
造
さ
れ
て
い
た
時
期

講
座
「
ま
に
大
付
属
ふ
る
さ
と

高
価
な
装
置
を
操
作
す
る
手

「
北
房
地
域
で
、
最
も
住
み

に
近
く
、
地
方
の
豪
族
た
ち
が

研
究
所
」
事
業
の
一
環
と
し
て

に
緊
張
が
走
り
ま
す
。
貴
重
な

た
い
場
所
は
？
」
と
聞
か
れ
た

古
墳
の
築
造
を
止
め
、
寺
院
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

経
験
は
講
座
生
の
意
欲
を
高
め
、

ら
「
英
賀
廃
寺
が
在
っ
た
台
地
」

創
建
す
る
よ
う
に
な
る
。

講
師
は
、
同
志
社
大
学
の
津

意
識
を
変
え
ま
す
。
体
験
的
参

と
答
え
た
い
。

英
賀
廃
寺
は
、
備
中
北
部
で

村
宏
臣
准
教
授
（
市
政
策
ア
ド

加
型
学
習
の
強
み
で
す
。
調
査

西
は
呰
部
の
街
区
、
東
は
水

唯
一
の
古
代
寺
院
で
あ
り
、
こ

バ
イ
ザ
ー
）
と
同
大
ス
タ
ッ
フ
、

デ
ー
タ
ー
の
分
析
は
、
次
な
る

田
の
八
幡
町
辺
り
ま
で
一
望
で

の
地
を
領
し
た
首
長
の
権
勢
が

市
教
委
の
森
俊
弘
参
事
、
そ
し

学
習
課
題
で
す
。
ナ
ゾ
解
き
は

き
、
そ
の
空
間
を
陽
光
と
風
が

偲
ば
れ
る
。

て
仕
掛
け
人
で
も
あ
る
新
谷
俊

ロ
ー
ン
、
３
Ｄ
模
型
製
作
の
四

続
き
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
台
地
は
、
現
在

典
主
幹
の
先
生
方
で
、
ふ
る
さ

班
に
分
か
れ
、
全
員
一
度
は
体

本
会
で
は
、
眠
っ
て
い
る
ふ

白
鳳
時
代
、
此
処
に
一
丁(

約

野
菜
生
産
団
地
と
な
り
、
幾
多

と
づ
く
り
の
強
力
な
講
師
集
団

験
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
ま

る
さ
と
の
文
化
遺
産
を
調
べ
て

一
〇
九
ｍ
）
四
方
の
寺
域
を
持

の
ハ
ウ
ス
が
建
ち
並
び
、
往
時

で
す
。

し
た
。
測
量
班
の
最
先
端
技
術

眠
り
を
解
き
、
守
り
育
て
る
方

つ
お
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
英
賀

を
偲
ぶ
よ
す
が
は
無
い
。
た
だ
、

全
七
回
講
座
（
五
月
開
講
～

は
三
次
元
測
量
で
す
。
ぐ
る
ぐ

策
を
考
え
、
次
世
代
に
継
承
す

郡
を
治
め
る
首
長
（
豪
族
）
の

塔
の
跡
に
「
大
雄
山
圓
福
寺
々

来
年
一
月
閉
講
予
定
）
の
第
六

る
回
る
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

る
営
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

氏
寺
で
あ
る
。

址
」
の
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
立

回
目
に
当
た
り
、
十
一
月
二
五

を
片
手
に
古
墳
を
行
っ
た
り
来

過
去
を
知
り
、
現
代
を
よ
り
輝

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
、

っ
て
い
る
。

日(

日)

～
三
〇
日(

金)

の
六
日

た
り
し
て
デ
ー
タ
ー
を
集
め
、

か
せ
、
未
来
に
繋
げ
る
仕
組
み

圃
場
整
備
の
計
画
が
あ
る
こ
と

間
連
続
の
測
量
調
査
で
し
た
。

墳
丘
の
形
を
三
次
元
立
体
と
し

づ
く
り
で
す
。
第
二
回
の
調
査

か
ら
緊
急
調
査
が
な
さ
れ
、
金

会
員
は
も
と
よ
り
広
く
参
加

て
表
示
し
ま
す
。
探
査
班
で
は

は
次
年

堂
、
講
堂
、
塔
、
門
や
回
廊
な

者
が
集
い
、
行
政
と
住
民
、
大

ソ
リ
に
積
ん
だ
レ
ー
ダ
ー
装
置

度
で
西

ど
の
配
置
が
推
定
さ
れ
た
。

学
と
の
協
働
に
よ
る
官
民
学
の

を
転
が
し
て
埋
蔵
物
の
反
応
を

塚
古
墳

中
で
も
塔
の
基
壇
は
、
一
辺

取
り
組
み
で
、
六
日
間
で
延
べ

探
る
地
中
探
査
。
何
本
も
の
電

の
予
定

が
一
五
・
六
ｍ
あ
り
、
私
寺
と

約
一
二
〇
名
の
情
熱
が
荒
木
山

極
棒
を
一
列
に
地
表
に
刺
し
て

で
す
。

し
て
は
全
国
的
に
見
て
も
大
き

東
塚
古
墳
に
注
が
れ
ま
し
た
。

内
部
構
造
を
確
認
す
る
電
気
探

く
、
五
重
の
塔
以
上
の
建
物
の

活
動
は
、
測
量
、
探
査
、
ド

査
、
磁
力
発
信
装
置
の
付
い
た

（
奥
田
）

荒
木
山
通
信

201８年12月

第４号

荒木山の古墳

を顕彰する会

北
房
の
古
代
が
熱
い
！

最

先

端

技

術

で

東

塚

の

ナ

ゾ

に

挑

む

！

第
一
回
測
量
調
査

〔レーダー探査〕

〔３Ｄプリンター〕
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二
〇
棟
余
の
掘
立
柱
建
物
群
が

発
見
さ
れ
、
溝
、
柵
と
組
み
合

わ
さ
れ
て
計
画
的
に
造
営
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
建
物
は
言
わ

ば
庁
舎
棟
で
、
内
一
棟
が
正
倉

去
る
一
〇
月
一
四
日
（
日
）
、

大
宝
律
令
施
行
（
七
〇
二
年
）

共
に
白
鳳
期
の
建
立
と
さ
れ
た
。

で
あ
り
、
倉
庫
群
は
発
掘
区
域

荒
木
山
古
墳
を
顕
彰
す
る
会
の

の
頃
に
は
吉
備
の
分
国
が
成
り
、

ま
た
、
陶
硯
が
出
土
し
、
郡
衙

外
に
在
る
と
推
定
さ
れ
た
。

役
員
五
名
が
古
代
吉
備
南
部
の

北
房
地
域
は
備
中
国
英
賀
郡
に

と
推
定
さ
れ
た
。

さ
て
、
英
賀
郡
衙
の
推
定
地

古
墳
に
つ
い
て
の
研
修
を
し
ま

属
し
た
。
英
賀
郡
に
は
、
中
井

郡
衙
の
重
要
な
任
務
の
一
つ

一
帯
は
、
日
照
時
間
が
短
い
こ

し
た
。
総
社
市
埋
蔵
文
化
財
学

方
墳
が
築
か
れ
て
お
り
、
集
団

・
呰
部
・
水
田
・
刑
部
・
田
治

は
、
領
域
内
の
産
物
を
収
納
す

と
か
ら
「
陰
地(

お
ん
じ)

」
と

習
の
館

館
長

平
井
典
子
先
生

墓
地
の
一
角
に
あ
る
こ
と
を
考

部
・
林
の
六
郷
が
あ
っ
た
。
現

る
こ
と
で
、
多
く
の
正
倉
（
稲

呼
ば
れ
、
ま
た
谷
水
に
よ
る
湿

に
案
内
し
て
頂
き
、
三
輪
丘
陵

え
る
と
、
宮
山
墳
丘
墓
は
弥
生

在
の
真
庭
市
北
房
地
域
、
新
見

穀
等
の
倉
庫
）
が
必
要
で
あ
っ

気
が
多
い
土
地
柄
で
あ
り
、
乾

の
宮
山
墳
丘
墓
と
展
望
台
・
三

最
後
の
墳
丘
墓
と
考
え
て
よ
い

市
大
佐
町
、
旧
新
見
市
の
高
梁

た
。

燥
が
求
め
ら
れ
る
正
倉
の
場
所

笠
山
古
墳
（
い
ず
れ
も
県
指
定

の
で
は
と
伺
い
ま
し
た
。

川
以
東(

豊
永
台
地
を
含
む)

の

参
考
に
久
米
郡
衙
（
宮
尾
遺

と
し
て
は
い
さ
さ
か
難
が
あ
り
、

史
跡
）
や
作
山
古
墳
（
国
指
定

ま
た
、
作
山
古
墳
は
、
ご
存

一
部
、
そ
れ
に
高
梁
市
中
井
町

跡
）
を
覗
い
て
み
る
。
遺
跡
は

面
積
的
に
も
手
狭
と
思
わ
れ
る
。

史
跡
）
、
江
崎
古
墳
（
県
指
定

じ
の
よ
う
に
県
下
第
二
位
、
全

に
比
定
さ
れ
る
。

中
国
自
動
車
道
建
設
に
伴
い
発

そ
こ
で
、
英
賀
廃
寺
の
調
査

史
跡
）
を
訪
ね
て
回
り
ま
し
た
。

国
で
は
第
十
位
の
巨
大
な
前
方

当
時
、
国
に
は
国
衙
が
置
か

掘
調
査
が
な
さ
れ
た
。
谷
を
埋

報
告
書
に
あ
る
次
の
一
文
に
注

こ

く

が

宮
山
墳
丘
墓
か
ら
は
、
奈
良

後
円
墳
で
す
。
そ
の
墳
丘
に
立

れ
、
国
司
は
中
央
か
ら
派
遣
さ

め
る
な
ど
し
て
造
成
さ
れ
た
東

目
し
た
い
。

の
箸
墓
古
墳
等
か
ら
出
土
し
た

つ
と
ま
ざ
ま
ざ
と
古
代
の
吉
備

れ
た
。
郡
に
は
郡
衙(

家)

と
呼

西
約
三
〇
〇
ｍ
、
南
北
約
一
五

「
谷
尻
遺
跡
は
大
規
模
な
複
合

も
の
と
同
様
の
文
様
を
も
つ
特

の
力
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

ば
れ
る
役
所
が
置
か
れ
、
郡
司

〇
ｍ
の
南
向
き
の
段
丘
上
に
、

遺
跡
で
あ
り
、
そ
の
一
角
に

殊
器
台
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

江
崎
古
墳
は
、
吉
備
最
後
の

は
そ
の
地
域
の
有
力
首
長
が
任

英
賀
廃
寺
が
建
立
さ
れ
て
い

三
輪
丘
陵
に
は
多
数
の
円
墳
や

前
方
後
円
墳
の
一
つ
で
六
世
紀

命
さ
れ
た
。

る
。
こ
の
段
丘
上
で
は
広
い

後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い

英
賀
郡
の
郡
衙(

推
定
地)

は
、

範
囲
に
わ
た
り
瓦
が
散
乱
し

ま
す
。
玄
室
内
の
家
型
石
棺
に

上
水
田
小
殿
に
在
る
郡
神
社
の

て
お
り
、
寺
院
以
外
に
も
官

は
人
骨
や
金
環
・
ガ
ラ
ス
小
玉

参
道
あ
た
り
を
中
心
に
存
在
し

衙
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
も

等
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

た
と
さ
れ
て
い
る
。

予
想
さ
れ
、
高
倉
、
城
の
内
、

平
井
先
生
に
分
か
り
や
す
く

一
九
七
九(

昭
和
五
四)

年
、

大
門
、
的
場
な
ど
の
小
字
名

説
明
し
て
頂
き
な
が
ら
の
実
地

布
目
瓦
の
発
見
に
よ
り
緊
急
調

も
そ
の
可
能
性
を
一
層
強
く

見
学
で
、
普
段
は
な
か
な
か
訪

査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

し
て
い
る
。
」

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
古
墳
を

方
形
で
大
型
の
掘
立
柱
の
掘
方

こ
の
広
大
な
段
丘
は
、
盆
地

訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
検
出
、
南
北
棟
の
建
物
が
英

を
見
下
ろ
す
景
勝
の
地
で
、
日

参
加
し
た
我
々
に
と
っ
て
非
常

賀
廃
寺
と
同
じ
方
位
で
あ
り
、

当
た
り
も
風
通
し
も
良
く
、
正

に
有
意
義
な
研
修
の
一
時
と
な

瓦
も
同
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

倉
に
最
適
な
地
で
あ
り
、
そ
の

り
ま
し
た
。

（
畦
田
）

双
方
の
一
体
性
が
想
定
さ
れ
、

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

英
賀
郡
と
郡
衙(

役
所)

ぐ

ん

が

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

代
表

久
松

秀
雄

〔江崎古墳の玄室と石棺〕

古
代
吉
備
南
部
の

古
墳
を
訪
ね
て

〔郡神社の参道〕
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の
地
方
神
を
統
合
し
て
古
事
記

が
大
国
主
命
と
し
た
と
い
わ
れ

る
。北

房
の
地
で
も
大
国
主
命
が

南
北
か
ら
の
登
坂
路
を
上
が

三
谷
の
国
司
神
社
・
中
津
井
の

る
と
、
二
基
の
古
墳
の
中
央
へ

く
に

し

ト
ン
ト
ン
ト
ン
、
神
輿
の
先

右
手
に
神
楽
鈴
を
チ
リ
ン
・
チ

金
刀
比
羅
神
社
。
大
物
主
神
が

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

み

こ
し

ぶ
れ
の
太
鼓
が
響
く
こ
ろ
ー
私

リ
ン
と
鳴
ら
し
、
左
手
に
扇
を

五
名
の
八
幡
さ
ま
・
上
水
田
の

で
西
を
見
る
と
見
事
な
円
丘
が

の
少
年
時
代
ー
稲
刈
り
の
終
わ

か
ざ
し
て
優
雅
に
浦
安

舞

を
奉

藤

森
神
社
。
大
穴
牟
遅
神
・

目
に
入
り
ま
す
。
高
さ
六
ｍ
の

う
ら
や
す
の
ま
い

と
う
の
も
り

っ
た
部
落
の
あ
ち
こ
ち
で
備
中

納
す
る
舞
衣
装
の
乙
女
の
姿
が

大
己
貴
神
が
宮
地
の
天
神
さ
ま

西
塚
の
後
円
部
で
す
。

お
と

め

神
楽
が
催
さ
れ
て
い
た
。
小
神

忘
れ
ら
れ
な
い
。

・
境
の
国
司
神
社
に
祀
ら
れ
て

西
塚
は
、
東
塚
に
続
い
て
四

か

ぐ

ら

楽
や
十
三
年
目
の
大
神
楽
と
呼

出
雲
の
神
々
は
、
少
な
く
と

い
る
。
更
に
、
四
十
五
の
小
社

世
紀
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

ば
れ
て
い
た
。

も
七
、
八
十
年
前
ま
で
は
少
年

に
は
素
戔
嗚
尊
が
祭
神
と
し
て

東
塚
は
、
前
方
部
が
細
長
く

当
屋
の
奥
の
間
に
は
注
連
縄

た
ち
の
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の

鎮
座
さ
れ
て
い
る
。

先
端
が
「
バ
チ
形
」
に
開
く
の

し

め

な
わ

が
張
ら
れ
、
音
頭
取
り
の
太
夫

で
あ
る
。
今
、
古
代
を
探
る
た

神
話
は
記
紀
や
風
土
記
、
神

に
比
し
、
西
塚
の
前
方
部
は
、

た

ゆ
う

さ
ん
が
太
鼓
を
敲
い
て
神
楽
太

め
に
再
登
場
を
促
そ
う
と
思
う
。

楽
を
通
し
て
現
存
し
、
神
社
の

幅
広
で
短
く
先
端
に
向
け
て
台

夫
の
舞
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

大
国

主

命

は

少

彦
名
命
と

祭
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
。
考

形
に
開
く
「
柄
鏡
形
」
を
し
て

は
〇
・
九
ｍ
で
、
天
井
石
が
外

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

す
く
な
ひ
こ

な

ト
ン
ト
コ
ト
ン
―
ト
ン
ト
ン
。

協
力
し
て
出
雲
の
国
づ
く
り
を

古
学
や
民
俗
学
の
発
展
は
、
古

い
て
東
塚
に
比
し
新
し
い
形
で

さ
れ
土
砂
が
落
ち
込
ん
で
凹
地

や
さ
し
い
白
面
の
大
国
さ
ま
、

進
め
た
偉
大
な
祖
神
で
あ
る
。

代
吉
備
・
出
雲
の
関
係
を
よ
り

す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鼻
の
長
い
ひ
ょ
う
き
ん
な
猿
田

一
方
、
三
～
四
世
紀
ご
ろ
の
ヤ

鮮
明
に
画
き
出
し
て
く
れ
る
だ

西
塚
の
前
方
部
南
側
の
一
部

こ
の
埋
葬
施
設
の
外
に
、
深

さ
る

だ

彦
、
い
か
め
し
い
髭
面
の
素
戔

マ
ト
王
国
に
と
っ
て
は
、
朝
鮮

ろ
う
。

は
、
地
山
ま
で
掘
り
取
ら
れ
て

い
場
所
に
さ
ら
に
長
大
な
埋
葬

ひ
げ
づ
ら

す

さ

嗚
尊
が
登
場
し
て
、
勇
壮
な
舞

半
島
と
の
交
易
や
鉄
資
源
を
握

お
り
、
か
つ
て
畑
と
し
て
利
用

施
設
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
の
見

の
おや

ト
ン
チ
の
や
り
と
り
で
、
夜

る
出
雲
は
合

従

連
衡
に
欠
か
せ

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

方
も
あ
り
ま
す
。

が
つ
し
よ
う
れ
ん
こ
う

の
時
を
忘
れ
て
老
若
男
女
の
観

な
い
国
で
あ
っ
た
。
三
輪
山
に

後
円
部
の
直
径
は
三
九
ｍ
の

荒
木
山
に
は
、
前
方
後
方
墳

衆
を
湧
か
せ
た
。

祀
る
大
物
主
神
、
国
譲
り
の
代

ほ
ぼ
正
円
で
、
高
さ
は
前
述
の

と
前
方
後
円
墳
と
い
う
ラ
ン
ク

お
お
も
の
ぬ
し

郡
神
社
の
秋
の
大
祭
で
は
、

償
と
も
い
わ
れ
る
杵
築(

出
雲)

と
お
り
六
ｍ
も
あ
り
、
三
段
築

の
異
な
る
古
墳
が
近
接
し
て
築

き

つ
き

拝
殿
に
黄
金
色
の
冠
を
戴
き
、

大
社
が
ヤ
マ
ト
と
出
雲
の
関
係

成
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

か
れ
て
お
り
、
築
造
時
期
が
あ

を
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
は
な

後
円
部
の
頂
上
は
、
直
径
一

ま
り
開
か
な
い
の
に
、
な
ぜ
ラ

か
ろ
う
か
。

六
ｍ
の
平
坦
面
が
在
り
、
中
心

ン
ク
が
上
が
っ
た
の
か
と
の
疑

日
本
書
紀
・
古
事
記
に
は
、

よ
り
少
し
南
に
よ
っ
た
位
置
に

問
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

大
国
主
命
の
別
名
が
大
穴
牟
遅

主
軸
に
平
行
し
て
造
ら
れ
た
埋

「
荒
木
山
を
訪
ね
て
」
は
、

お
お
あ
な

む

ち

神
・
大
物
主
神
・
大
己
貴
神
な

葬
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で

今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
あ
な
た

お
お
な
む
ち
の
か
み

ど
十
神
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

に
盗
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋
葬

も
是
非
荒
木
山
を
訪
ね
て
下
さ

の
多
く
の
別
名
は
、
出
雲
各
地

施
設
の
全
長
は
四
・
五
ｍ
、
巾

い
。

神

話

と

古

代

史

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

顧
問

戸
村

彰
孝

荒

木

山

を

訪

ね

て
（
そ
の
四
）

〔西塚の後円部〕（東側から）

〔金刀比羅神社〕
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を
食
し
て
い
た
。
そ

全
て
頭
部
大
の
角

れ
た
。

の
時
人
の
気
配
が
し

の
あ
る
葺
石
、
推

二
人
は
、
無
言
で
大
刀
に
レ

ふ
き
い
し

振
り
向
く
と
び
っ
く

定
八
万
個
に
覆
わ

ン
ズ
を
滑
ら
せ
た
。
「
何
も
見

り
、
何
と
真
庭
市
教

れ
て
い
る
ら
し
い
。

え
な
い
な
あ
～
」
刀
身
は
錆
び

委
、
考
古
学
専
門
の

感
動
し
な
が
ら
見

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年

て
ガ
タ
ガ
タ
で
、
一
カ
所
が
折

よ
う
や
く
念
願
が
叶
っ
た
。

新
谷
俊
典
さ
ん
が
登

た
り
触
っ
た
り
も

三
月
の
あ
る
日
、
「
出
ま
し
た

れ
て
い
た
。
文
字
で
も
あ
れ
ば

そ
れ
は
六
十
数
年
前
、
大
き
く

っ
て
来
た
。
此
処
は

し
た
。

よ
！
」
と
い
う
電
話
で
、
現
地

と
の
期
待
は
外
れ
た
。

新
聞
紙
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

久
し
振
り
と
の
こ
と
。

こ
の
古
墳
の
発

へ
飛
ん
で
行
っ
た
。

大
刀
の
刀
身
は
鉄
、
鞘
は
木
、

「
月
の
輪
古
墳
」
で
あ
る
。

私
に
取
っ
て
は
渡
り

掘
調
査
は
、
一
九

発
掘
調
査
担
当
の
平
井
勝
さ

そ
の
上
に
銅
板
を
張
り
、
精
緻

も
は
や
忘
れ
か
け
て
い
た
が
、

に
船
。
逐
一
説
明
を

五
三
年
か
ら
約
一

ん
が
足
元
の
物
体
を
目
配
せ
し

な
文
様
を
打
ち
出
し
、
金
箔
を

荒
木
山
古
墳
に
関
わ
る
よ
う
に

し
て
頂
い
た
。

年
掛
け
て
、
岡
大

て
知
ら
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

貼
っ
て
い
る
。
鉄
や
銅
は
湿
気

な
っ
て
か
ら
急
に
行
っ
て
見
た

墳
頂
中
央
部
に
六

の
近
藤
義
郎
助
教

割
っ
た
竹
に
包
ま
れ
た
大
刀
が

で
腐
食
し
易
く
、
木
は
乾
燥
す

く
な
っ
た
。
近
く
の
古
墳
は
多

ｍ
と
四
ｍ
の
木
棺
粘

授(

当
時)

と
村
内

カ
ズ
ラ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
な

る
と
割
れ
易
い
。
古
墳
の
奥
壁

も
つ
か
ん
ね
ん

少
は
見
学
し
て
回
っ
た
が
、
あ

土
槨
※
と
呼
ば
れ
る

外
の
住
民
、
考
古

っ
て
い
た
。
読
売
新
聞
の
記
者

に
は
水
が
垂
れ
た
跡
が
見
ら
れ

ど

か
く

の
月
の
輪
古
墳
だ
け
は
チ
ャ
ン

埋
葬
施
設
が
。
被
葬

学
者
、
小
・
中
・

が
「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」
と

た
。
玄
室
内
の
湿
度
の
バ
ラ
ン

ス
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

者
は
こ
の
地
方
の
豪

高
生
な
ど
延
べ
一

執
拗
に
問
い
か
け
て
い
た
。

ス
が
絶
妙
で
、
ほ
ぼ
完
形
で
出

今
年
二
月
、
妻
と
二
人
で
目

族
と
か
。
辺
り
に
家

万
人
が
協
力
し
大

「
現
地
説
明
会
ま
で
は
、
公
表

土
し
注
目
を
浴
び
た
。

的
地
久
米
郡
美
咲
町
飯
岡
へ
弁

型
埴
輪
や
円
筒
埴
輪
な
ど
多
数

変
話
題
に
な
っ
た
。

さ
れ
な
い
ん
で
す
。
」

平
井
さ

そ
の
後
、
レ
プ
リ
カ
（
模
造

ゆ

う

か

当
持
ち
で
出
掛
け

あ
っ
た
こ
と
。

帰
り
に

麓

の
「
月
の
輪
郷

ん
が
私
に
さ
さ
や
い
た
。

品
）
を
作
る
た
め
、
平
井
さ
ん

ふ
も
と

た
。

ま
た
、
墳
頂
周

土
資
料
館
」
へ
新
谷
さ
ん
と
入

大
谷
一
号
墳
出
土
の
〔
双
龍

と
奈
良
の
元
興
寺
文
化
財
研
究

平
地
か
ら
二
七

辺
と
段
や
墳
裾

館
し
、
住
民
協
力
の
状
況
、
出

環
頭
大
刀
〕
で
あ
る
。
現
場
で

所
へ
向
か
っ
た
。
車
の
後
部
座

ふ
ん
き
よ

〇
ｍ
の
山
の
高
所
、

部
に
そ
の
数
八

土
し
た
木
棺
や
埴
輪
類
、
多
く

の
作
業
が
終
わ
っ
て
、
平
井
さ

席
で
、
平
井
さ
ん
が
大
刀
の
入

車
を
現
地
駐
車
場

〇
〇
本
以
上
の

の

鏃

な
ど
見
学
し
た
。

ん
と
牧
原
医
院
へ
向
か
っ
た
。

っ
た
箱
を
し
っ
か
り
抱
え
て
い

や
じ
り

へ
置
い
た
。
二
人

形
象
埴
輪
が
並

こ
こ
で
も
説
明
を
頂
き
、
本

電
話
を
し
て
い
た
の
で
、
牧
原

た
。

だ
け
の
よ
う
だ
。

べ
て
あ
っ
た
こ

来
の
目
的
が
充
分
叶
え
ら
れ
た

医
師
が
出
迎
え
て
く
れ
、
「
ゆ

あ
れ
か
ら
三
〇
年
、
平
井
勝

一
〇
〇
ｍ
も
歩
く

と
な
ど
教
え
て

一
日
で
あ
っ
た
。

っ
く
り
調
べ
て
下
さ
い
。
」
と

さ
ん
が
逝
っ
て
一
八
年
の
歳
月

と
雄
大
な
古
墳
が

頂
き
現
場
を
確

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

が
夢
の
間
に
流
れ
た
。

目
前
に
見
え
、
素

認
し
た
。
書
物

晴
ら
し
い
の
一
言

に
よ
る
と
、
墳

で
あ
る
。

見
晴
ら

底
径
六
〇
ｍ
、

し
が
良
く
、
美
作
、

高
さ
一
〇
ｍ
、

備
前
、
そ
し
て
眼

頂
上
平
坦
部
径

※

粘
土
槨
：
丸
太
を
刳
り
抜
い

く

下
の
大
地
を
見
な

一
七
ｍ
の
大
型

た
棺
の
周
り
に
粘
土
を
詰

が
ら
座
し
て
弁
当

円
墳
。
斜
面
は
、

め
た
埋
葬
施
設
。

月
の
輪
古
墳
見
学

天
野
光
暉

現

場

に

立

つ

来
る
年
が
平
穏
で

明
る
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

来
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
一
同

月
ノ
輪
古
墳
は
、
五
世
紀
前

半
の
円
墳
。
県
指
定
史
跡
。


